
第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協

1-1 R2 70 28 評価

R3 75

R4 80

R5 85

単位：件 R6 90

R2 22 0 評価

R3 22

R4 22

R5 22

単位：件 R6 22

2-1 R2 12 12 評価

R3 12

R4 12

R5 12

単位：回 R6 12

R2 22 4 評価

R3 22

R4 22

R5 22

単位：回 R6 22

3-1 R2 1 1 評価

R3 1

R4 1

R5 1

単位： R6 1

R2 220 100 評価

R3 220

R4 220

R5 220

単位：件 R6 220

令和６年度

地区別懇談会・協
議体活動等を通じ
た計画及び進捗情

報の周知 総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の定期
な情報共有の場である地区別
懇談会の開催が出来ず、説明
が出来ていない。なお、支部
長（区長）に対しては個別訪問
を行い、説明を実施した。

　

　

　 　

　 　 　

①
住民ニーズに

合わせた基盤整備

地域福祉通信の
発行

　

　 　

総評

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、地域の
定期的な情報共有の場で
ある地区別懇談会の開催
が出来なかった。

　

① 情報提供の充実

サービスの質の
確保

②

② 計画の周知

ボランティアの相
談支援（登録・マッ
チング・ニーズ）

総評

①
集いの場づくりへ

の支援

総評

地域福祉推進の中核となる
民生委員児童委員あてに、
最新の福祉動向や施策に
ついて、定期的に情報提供
を行った。

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、施設で
のボランティア受け入れが
出来ず、件数が減少した。

総評

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標1

安心・安全の地域づくり

C：変化なし

福祉のまちづくり
セミナーの開催 新型コロナウイルス感染症

拡大の影響により参集形式
での開催が困難であるた
め、映像資料を作成した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、参集形式で
の地域での集いの場の開催
ができず、サロン活動助成件
数は著しく減少した。一部地域
においては感染対策を実施し
た上で、地域サロンが開催さ
れた。

総評

サロン活動事業
助成件数

地区別懇談会開
催回数

　

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

② 活動情報の提供

Ｄ

福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
整
備
・
充
実

適
切
な
福
祉
情
報
の
提
供

活
動
拠
点
と
し
て
の
施
設
活
用

　 　 　

　 　 　



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協 令和６年度

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標1

安心・安全の地域づくり

C：変化なし

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

4-1 R2 50 22 評価

R3 55

R4 60

R5 65

単位：件 R6 70

5-1 R2 評価

R3

R4

R5

単位： R6

R2 10 4 評価

R3 10

R4 15

R5 15

単位： R6 15

総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域サロン
への参加が出来ない状況で
あったため、件数は減少した。
一方で、再開サロンへの感染
症拡大防止に向けた助言及び
情報提供を実施した。

①
介護予防の普及啓

発

生活支援コーディ
ネーターによるサ
ロン支援件数

総評

市役所、民生委員等と連携
し、要支援者名簿を活用し
た個別プランの作成につい
ては、コロナ禍においてほ
ぼ実施できなかった。

Ｄ

①
災害時避難行動要
支援者名簿の活用

②
連携・災害時の体

制づくり

地域福祉活動推
進事業　自主防災
事業助成件数

総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の自主
防災活動が縮小したため、減
少した。一部地域においては、
ポスティングや訪問による防
災情報の周知、防災物品の配
布など、新しい形での活動が
実施された。

　Ｄ

Ｃ

健
康
・
介
護
予

防
の
推
進

災
害
時
な
ど
の
支
援
協
力
体
制

　 　 　

　 　 　

　 　



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協

1-2 R2 600 3,680 評価

R3 700

R4 800

R5 900

単位：件 R6 1000

R2 70 79 評価

R3 75

R4 80

R5 85

単位：件 R6 90

2-2 R2 10 8 評価

R3 10

R4 10

R5 10

単位：件 R6 10

R2 80 88 評価

R3 60

R4 65

R5 70

単位：件 R6 75

3-2 R2 85 36 評価

R3 85

R4 85

R5 85

単位：件 R6 85

R2 180 147 評価

R3 185

R4 190

R5 195

単位：件 R6 200

　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

② 連携・協力

個別支援ケースへ
の相談件数

総評

地区担当者が制度の狭間
にある個別支援ケースへの
対応を関係機関と連携・協
力し実施した。

令和５年度

①
相談支援拠点の整

備

生活福祉資金貸
付相談件数

総評
生活福祉資金貸付特例貸
付の実施に伴い、相談件数
が大幅に増えた。

令和６年度

①
体制整備・情報発

信

福祉サービス利用
援助事業の関係
機関への周知

総評

日常生活圏域連携会議や
地域ケア会議等において、
地域包括支援センター等に
向けて情報提供を実施し
た。

② 制度の利用促進

福祉サービス利用
援助事業契約件

数
総評

情報発信により、利用件数
が増加した。地域の権利擁
護の推進を図ることができ
た。

　 　

　 　

② 団体との連携

地区担当制事業
支部社会福祉協
議会活動実績（相
談・参加等） 総評

　

① 交流の支援

地域福祉活動推
進事業（サロン事
業・自主防災事
業・介護予防事
業・世代間交流事

業）
総評

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、各種地
域福祉活動が縮小し、件数
が減少した。一部地域にお
いては、新しい形での地域
福祉活動が開始された。

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、地域活
動の縮小し、件数が減少し
た。

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標２

支え合いの仕組みづくり

相
談
支
援
体
制
の
充
実

地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
推
進

住
民
同
士
の
つ
な
が
り

、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
生
活
の
充
実

C：変化なし

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

令和２年度 令和３年度 令和４年度



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協 令和５年度 令和６年度

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標２

支え合いの仕組みづくり

C：変化なし

令和２年度 令和３年度 令和４年度

4-2 R2 10 12 評価

R3 10

R4 10

R5 10

単位：回 R6 10

R2 22 0 評価

R3 22

R4 22

R5 22

単位：回 R6 22

5-2 R2 120 153 評価

R3 130

R4 140

R5 150

単位：回 R6 150

R2 50 54 評価

R3 50

R4 50

R5 50

単位：回 R6 50

個別支援ケースに
おける関係機関と
の連携回数

総評

② 必要な情報の提供

小地域における災害時に
関する情報交換会・情報交
換会代表者会議を開催し、
災害時の応援体制、公益
的な取組、連絡会設立に向
けた情報交換を実施した。

体制整備

地区別懇談会開
催回数

総評

①
社会福祉法人との

連携

社会福祉法人・社
会福祉施設連絡

会の開催
総評

　

　 　 　

　 　

① 支援体制の構築

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、地域の
定期的な情報共有の場で
ある地区別懇談会が開催
できず、地域福祉課題解決
に向けた検討が出来なかっ
た。

多職種による個別支援事
例・地域課題の検討を図
り、地域のインフォーマル
サービスについての情報提
供を実施した。

個別支援機関としての周知
がなされ、相談件数が増加
した。相談増加に伴い、関
係機関とのより一層の連携
が必要となり、関係機関と
の事例に対する検討・対応
が増加した。
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Ａ

Ｄ

地域ケア会議への
参加回数

総評

Ａ

Ａ

②



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協

1-3 R2 6 7 評価

R3 6

R4 6

R5 6

単位：回 R6 6

2-3 R2 220 100 評価

R3 220

R4 220

R5 220

単位：件 R6 220

R2 5 0 評価

R3 10

R4 15

R5 20

単位： R6 25

3-3 R2 35 2 評価

R3 35

R4 35

R5 35

単位：件 R6 35

R2 1500 48 評価

R3 1500

R4 1500

R5 1500

単位：名 R6 1500

4-3 R2 1 1 評価

R3 1

R4 1

R5 1

単位：回 R6 1

　 　 　

　 　

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。

基本目標３

地域を支える
人づくり・活動の促進

C：変化なし

　Ｄ

総評

地域福祉計画・地域福祉活
動計画に進捗についての
情報共有及び今後の推進
に向けた協議を関係機関で
行った。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ａ

地域福祉計画・地
域福祉活動計画
打ち合わせ会議

② 情報提供

総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、ボランティア
活動は縮小し、件数が減少し
た。若年向けボランティア、勤
労世代への働きかけは実施で
きていない。

① 活動の支援

Ｄ

　 　

　 　 　

　 　 　

地
域
福
祉
推
進

の
た
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市
民
活
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進

福
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推
進

地
域
の
人
材
育
成

ボランティアの相
談支援（登録・マッ
チング・ニーズ）

②
体験学習機会の提

供

福祉体験学習受
講者数

総評

総評

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、福祉体
験学習（車椅子・視覚障害
者体験・高齢者疑似体験）
が実施出来ず、講話のみと
なり、件数が減少した。

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、福祉体
験学習（車椅子・視覚障害
者体験・高齢者疑似体験）
が実施出来ず、講話のみと
なり、受講者数が減少し
た。

ホームページや
SNS等の活用によ
る情報発信

総評

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、ボラン
ティアニーズが少ないことも
あり、ホームページ及び
SNSによる活動紹介及び情
報提供ができていない。

① 協働の場づくり

①
担い手の発掘・養
成及び情報発信

福祉のまちづくり
セミナーの開催

総評

担い手の発掘・養成に向
け、福祉のまちづくりセミ
ナーを映像資料を作成し
た。定年退職者向けの取組
及び勤労世代へ向けの地
域福祉活動については、実
施できていない。

Ｃ 　 　 　

① 学校教育との連携

福祉体験学習の
実施件数

Ｄ

Ｄ 　


